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1. はじめに
グローバルにおけるビジネス競争戦略が変わりつつあ
る。それは、企業単独ですべてのソリューションを実
現できることは少なく、複数の企業が共生関係を構築
しながら様々なイノベーションや価値創出にシフトし
ているからである。しかも、IoT や AI などの多種多様
な技術やサービスを融合していくなかでは、産業の境
界を越えて融合したバウンダリーレスの様相をみせて
いる。

このようなビジネス環境の変化のなかでは、従来のよ
うな自社中心の競争優位性戦略では、グローバルの世
界では立ち行かなくなっている。そのため、ビジネス
エコシステム ( 事業生態系 ) を自ら構築するか、もし
くは競争優位性があり発展の可能性の高いビジネスエ
コシステムに参画するか、といったビジネスエコシス
テム上における新たな戦略が不可欠となっている。

2. キーストーン戦略とは
キーストーン戦略 (Keystone advantage) という考えが
ある。このキーストーンとはビジネスエコシステムの
核となるものを指し、キーストーン戦略とは企業が
キーストーンとしてリーダーシップを発揮し、ハブと
してエコシステムの中心となることを意味する。

キーストーンとなった企業は、そのエコシステムに参
加する企業に対してサービスの基盤となるものを提供
し、企業間の協業を促進しながら、価値ある様々なサー
ビスをインテグレーションし、共生しながらエコシス
テムの競争優位性を維持向上することになる。

つまり、エコシステムに参加する企業は、他の参加企
業とは異なる、そのエコシステムの中で共生し存続で
きるような企業となる戦略やサービスを開発し、また
エコシステム全体の価値向上に貢献する。一方、キー
ストーンとなる企業は、エコシステム全体の価値と競
争優位力を高める戦略を考えるとともに、多くの企業
がエコシステムに参加してくれるようなシステム ( 仕
組み ) にしなければならない。

3. ITIL® から発展した SIAM™
ePlugOne ホワイトペーパー 2017 年 4 月号でも紹介
したように、SIAM™という知識体系がグローバルで注
目されている。

次世代 IT サービスマネジメント
～ SIAM™/ ガバナンス x ITIL®/ITSM～
http://www.eplugone.com/whitepaper/ePlugOne201704.pdf

この SIAM™は、もとは ITIL® 研修を実施していた際に、
受講者から「マルチソーシング環境における考え方は
ITIL® にはないのか？」といった受講者からの質問に端
を発し、マルチソーシング環境におけるサービスマネ
ジメントの知識体系を開発することになったと言われ
ている。

つまり、ベースとなる考えは ITIL® から発展したので
あるが、ITIL® の基本は単一プロバイダにおけるサービ
スマネジメントであるので、それをマルチサービスプ
ロバイダの環境に置き換えたときに、マルチサービ
スプロバイダを束ねるサービスインテグレータが必要
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となってきたのである。

図 1  SIAM™の３レイヤモデル

そして、このマルチサービスプロバイダにおけるエン
ドツーエンドのサービスマネジメントを考えるうえで
は、SIAM™の３レイヤモデルで考えると、とてもうま
く整理ができるのである。

4. サービスインテグレータとキース
トーン戦略
ここで、SIAM™を単なるマルチソーシング環境やマル
チサービスプロバイダ環境におけるサービスマネジメ
ントと考えるのはもったいない。この SIAM® の知識体
系にはエコシステムという発想が含まれているのであ
る。

つまりこの SIAM™の 3レイヤモデルにおけるエコシス
テムのキーストーンとなるのは、戦略やアーキテク
チャを担当する Customer であり、エンドツーエンド
のサービスマネジメント、サービスガバナンスやコラ
ボレーションを担当する Service Integrator である。
そして、そのエコシステムに参画するのがマルチサー
ビスプロバイダと考えることができるのである。
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5. まとめ
このように、SIAM™は ITIL® をベースにマルチソーシ
ング環境におけるサービスマネジメントの知識体系と
して発展したものではあるが、現在のサービスビジネ
ス環境におけるビジネスエコシステムの知識体系とし
て位置付けて頂いた方が良いと筆者は考えている。

昔、ITIL® が日本にやってきたときに ITIL®= 運用とい
うイメージが定着してしまったのと同じ過ちを犯して
はいけないと考えている。SIAM®= 単なるマルチソー
シング環境におけるサービスマネジメントではなく、
ビジネスエコシステムにおけるサービスインテグレー
ションの知識体系として、今後の IoT や AI を含む産業
の境界線を越えたバウンダリーレスなビジネス環境に
おける重要な知識体系として考えて頂きたいのであ
る。
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